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MetroCluster コンポーネントを設置してケーブル
を配線します

ラックにハードウェアコンポーネントを配置

納入された機器がキャビネットに設置されていない場合は、コンポーネントをラックに
配置する必要があります。

このタスクは両方の MetroCluster サイトで実行する必要があります。

手順

1. MetroCluster コンポーネントの配置を計画します。

ラックスペースは、ストレージコントローラのプラットフォームモデル、スイッチのタイプ、構成内のデ
ィスクシェルフスタック数によって異なります。

2. 自身の適切な接地対策を行います

3. ストレージコントローラをラックまたはキャビネットに設置します。

"ONTAPハードウェアシステムのドキュメント"

4. ディスクシェルフを設置し、電源を投入して、シェルフ ID を設定します。

◦ 各ディスクシェルフの電源を再投入する必要があります。

◦ 各 MetroCluster DR グループ（両サイトを含む）で、各 SAS ディスクシェルフのシェルフ ID が一意
である必要があります。

5. 各 FC-to-SAS ブリッジを設置します。

a. 4 本のネジを使用して、ブリッジ前面の「 L 」ブラケットをラックの前面に固定します（フラッシュ
マウント）。

ブリッジ「 L 」ブラケットの開口部は、 19 インチ（ 482.6 mm ）ラックのラック標準 ETA-310-X に
準拠しています。

設置の詳細および図については、ブリッジモデルに対応する _ATTO FibreBridge Installation and

Operation Manual を参照してください。

b. 各ブリッジを、適切なアースを提供する電源に接続します。

c. 各ブリッジの電源をオンにします。

耐障害性を最大限にするために、ディスクシェルフの同じスタックに接続されているブ
リッジをそれぞれ別々の電源に接続する必要があります。

ブリッジの準備完了を示す LED が点灯し、ブリッジの電源投入時自己診断テストが完了したことを示す
まで、 30 秒ほどかかる場合があります。
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コントローラ間のケーブル接続

各コントローラの FC-VI アダプタを対応するパートナーに直接ケーブル接続する必要が
あります。

手順

1. FC-VI ポートをケーブル接続します。

上の図は、必要なケーブル接続の一般的な例です。FC-VI ポートはコントローラモジュールによって異な
ります。

◦ AFF A300 および FAS8200 コントローラモジュールの場合、発注時に FC-VI 接続のオプションとして
次のいずれかを選択できます。

▪ FC-VI モードで設定されたオンボードポート 0e および 0f 。

▪ スロット 1 の FC-VI カードのポート 1a および 1b 。

◦ AFF A700 および FAS9000 ストレージシステムのコントローラモジュールは、それぞれ FC-VI ポート
を 4 つ使用します。

クラスタピアリングのケーブル接続

クラスタピアリングに使用するコントローラモジュールのポートをケーブル接続して、
それらのポートがパートナーサイトのクラスタに接続されるようにする必要がありま
す。

このタスクは、 MetroCluster 構成の各コントローラモジュールで実行する必要があります。

クラスタピアリングには、各コントローラモジュールの少なくとも 2 つのポートを使用します。

ポートおよびネットワーク接続の推奨される最小帯域幅は 1GbE です。

手順

1. クラスタピアリングに使用する少なくとも 2 つのポートを特定してケーブル接続し、そのポートがパート
ナークラスタとネットワーク接続されていることを確認します。

クラスタピアリングには、専用のポートとデータポートのどちらも使用できます。専用のポートを使用す
ると、クラスタピアリングトラフィックのスループットが向上します。

"クラスタと SVM のピアリングの簡単な設定"
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管理ポートとデータポートのケーブル接続

各ストレージコントローラの管理ポートとデータポートをサイトネットワークにケーブ
ル接続する必要があります。

このタスクは、両方の MetroCluster サイトで新しいコントローラを配置するたびに実行する必要がありま
す。

コントローラおよびクラスタスイッチの管理ポートをネットワーク内の既存のスイッチに接続できます。ま
た、 NetApp CN1601 クラスタ管理スイッチなど、新しい専用ネットワークスイッチにコントローラを接続す
ることもできます。

手順

1. コントローラの管理ポートとデータポートを、ローカルサイトの管理ネットワークとデータネットワーク
にケーブル接続します。

"ONTAPハードウェアシステムのドキュメント"
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